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平成１４年７月 

柏市福祉サービス利用実態意識調査 
 

柏市自閉症児者親の会 

自閉症サポートセンター（ＮＰＯ法人申請中） 

 

選択肢の福祉サービスは、柏市作成の「ふくしのしおり」等を参考にいたしました。 

 

答えにくい質問や、答えたくない質問は飛ばしていただいて結構です。書ける範囲でご記入下さい。 

 

 

■ ＜お子さんのプロフィール＞  
保護者の皆さんにおたずねいたします。 

特別に断りがない限り、「あなた」とは記入者である保護者といたします。 

 

質問１．あなたの性別は。   

１． 男     ２．女  

 

質問２．お子さんの年齢は(2002.4.1 現在) 。 

（       ）歳  

 

質問３．お子さんは現在、主にどこに住んでいますか。 

１．自宅（家族と同居）  ２．自宅（単身）  ３．入所施設  ４．グループホーム  

５．生活ホーム  ６．会社の寮  ７．住込み  ８．病院  ９．その他（       ）  

 

質問４．お子さんは現在どこに通っていますか（昼間主にどこで過ごしていますか。）。お子さ

んに該当する質問番号を、４－１～３の中から選んで答えて下さい。 

 

質問４－１．お子さんが就学前の方 

１．自宅  ２．保育園  ３．幼稚園   ４．十余二学園  ５．病院  ６．その他（     ）  

 

質問４－２．お子さんが在学中の方 

１．小学校普通学級  ２．小学校特殊学級  ３．養護学校小学部  ４．中学校普通学級 

５．中学校特殊学級  ６．養護学校中学部  ７．普通高校（職業科を含む） 

８．養護学校高等部  ９．流山高等養護学校  １０．夜間中学校  １１．夜間高校 

１２．短大、高専  １３．大学  １４．専修学校  １５．病院 

１６．その他（不登校を含む。）（     ）  
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質問４－３．お子さんが学校を卒業した方 

１．会社  ２．小規模作業所  ３．通所更生施設  ４．通所授産施設  ５．入所施設   

６．在宅  ７．職業訓練センター  ８．企業実習  ９．病院   １０．その他（    ）  

 

質問５．自閉症のことで、医者の指導を受けていますか（受けたことがありますか）。 

１．ある（あった）（病院の名称：         ）  ２．ない（なかった）  

 

質問６．通ってよかったと思う療育機関（今後通いたい機関）がありましたら教えてください。 

１．ある（あった）（機関の名称：         ）  ２．ない（なかった）  

 

質問７．療育手帳をお持ちですか。 

１．療育手帳（判定        ）   ２．もっていない。 

 

■ ＜福祉サービス＞  
質問８．お子さんのことであなたが現在困っていることは何ですか（該当するものは全て選ん

で番号で回答してください。）。 

１．子どもの世話が大変で心身ともに疲れる  ２．子どもの将来を考えると滅入る 
３．自分の自由な時間が取れない        ４．勤めたいが子どものことで働けない 

５．学校や親の会等への参加、奉仕が負担である ６．他のきょうだいの世話が満足にできない 

７．きょうだいに負担をかけている       ８．家族の協力がない 

９．親戚の協力がない            １０．近隣の方に迷惑をかけている 

１１．子どもにいじめがある         １２．差別など、周りの理解が得られない 

１３．子どもの自傷、他害などの行動障害が激しく、対応に苦慮している 

１４．きょうだいへのいじめがある      １５．困ったときの相談先がない      

１６．その他（           ）   １７．特に困っていることはない 

 

質問９．次は、来年度導入される支援費制度の障害程度区分を判断するための基準とされてい

る項目を中心に、支援の内容を整理したものです。あなた自身が、お子さんの障害程度を診断

してみてください。 

 

質問９－１．項目ごとに点数を付けてください。全面的な支援が必要（必ず支援が必要）を「２

点」、部分的な支援が必要（ときどき必要）を「１点」、ほとんど必要なしを「０点」としてく

ださい。該当しない項目は飛ばしていただいて結構です。また、項目ごとに通常の支援（サー

ビス）方法を記入してください。 

 

質問９－２．下記１～３０の項目の中から、サービスを充実してほしい項目５つまで選んで番

号を記入してください。 

（                       ） 

質問９－３．上記質問９－２であなたが選んだ項目の中で、民間事業者が担うべき福祉サービ

ス（柏市は民間を支援）がありましたら番号を記入してください。 

（                       ） 
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質問９－４．最近特に困っていることのうち、もし支援しないと本人の生命の危険や、他人に

危害が生じてしまう項目を全て選んで番号を記入してください。 

（                       ） 

質問９－５．最近特に困っていることのうち、家族の対応が非常に重荷になっており、このま

までは家族がダウンしたり、家庭生活が崩壊する恐れがあることから、速やかに何らかの福祉

サービスを措置してほしい（受け入れたい）と考えている項目を全て選んで番号を記入してく

ださい。 

（                       ） 

 

１．起床、就寝の働きかけ 

（例えば、１点、同室の兄                    ） 

２．洗面・歯磨き等の整容に関する支援 

（例えば、１点、母親                      ） 

３．衣服の着脱の介助 

（例えば、０点、支援不要                    ） 

４．食事の準備から摂食、後片付けまでの支援 

（例えば、１点、お手伝いはできるが、家庭の食事は母親が作る   ） 

５．排泄行為に関する支援  

（例えば、０点、支援不要                    ） 

６．入浴の介助又は入浴中の見守り等の支援 

（例えば、１点、仕上げは母親                  ） 

７．医療処置や受診等に係る援助 

（例えば、２点、体の不調を訴えることはできるが、母親の説明と介助は不可欠） 

８．医師等の診断結果や説明の理解に関する支援 

（例えば、２点、家族の対応が不可欠               ） 

９．健康管理（健康チェック、肥満の予防等）に関する支援 

（例えば、２点、家族や作業所での食事のコントロールが必要    ） 

１０．自ら身体や衣服の清潔を保持することへの支援 

（例えば、２点、自分では全く無神経なため、家族の指導が必須   ） 

１１．金銭管理に関する支援 

（例えば、２点、お金の種類の認識が困難であり、家族など周りの対応が不可欠） 

１２．衣類や身の回り品等の管理に関する支援 

（例えば、１点、タンスに入れることはできるが、最後は母親の整理が必要） 

１３．外出、買い物等に関する支援 

（例えば、２点、一人で出かけることは困難。家族の支援が不可欠  ） 

１４．留守番の支援（一人で半日ぐらい留守番できるか） 

（例えば、２点、短時間でも一人で留守番にすることはできない   ） 

１５．余暇活動に対する支援（一人で 1 時間程度、自分の時間を過ごすことができるか） 

（例えば、１点、家族                      ） 

１６．地域の活動等への参加に関する支援 

（例えば、２点、一人での参加は困難。家族がいつも一緒      ） 

１７．強いこだわり、多動、パニック等の不安定な行動への対応 



 4

（例えば、２点、家族、周りの人の対応が必要           ） 

１８．睡眠障害に係る不適応行動への対応 

（例えば、１点、母親                      ） 

１９．食事・排泄等に係る不適応行動への対応 

（例えば、２点、家族や周りの人                 ） 

２０．自傷行為や他人・物に対する粗暴な行為への対応 

（例えば、１点、家族や周りの人                 ） 

２１．集団生活や人間関係等に関する問題への対応 

（例えば、２点、家族や周りの人                 ） 

２２．日常生活における不安や悩み等に関する相談援助 

（例えば、２点、作業所の先生や友達               ） 

２３．訓練・作業に対する動機づけ及び内容の理解に関する支援 

（例えば、２点、作業所の指導者                 ） 

２４．作業のための送迎・移動に関する支援 

（例えば、２点、母親が対応                   ） 

２５．作業の準備・片付けに関する支援 

（例えば、１点、同僚や指導者                  ） 

２６．作業技術や作業の遂行に関する支援 

（例えば、２点、作業所の指導者                 ） 

２７．地域・在宅生活に必要な生活関連行為（清掃、洗濯、調理等）を習得するための支援 

（例えば、２点、母親や学校が教えている             ） 

２８．各々の障害に応じたコミュニケーション手段による支援やコミュニケーション訓練 

（例えば、２点、学校や発達相談室の指導             ） 

２９．就労・社会復帰に向けた生活支援の体制づくり等に関する支援 

（例えば、２点、本人や家族だけでは何もできない         ） 

３０．退所後の住宅の確保や生活支援の体制づくり等に関する支援 

（例えば２点、本人や家族だけでは何もできない          ） 

 

質問１０．現在、休日は主にどのようなことをしていますか（該当するものを全て選んで番号

で回答してください。）。 

１．家事  ２．手芸  ３．ショッピング  ４．散歩   ５．スイミング  ６．ハイキング   

７．その他スポーツ（         ）  ８．テレビ･ビデオ  ９．音楽鑑賞  １０．読書 

１１．ファミコン・パソコン等  １２．特に目的なくゴロゴロする  １３．病院に行く 

１４．その他（         ）  

 

質問１１. お子さんの家庭生活（屋外）を教えてください。平日及び休日における平均的な活動

の内容と、それに関わっておられる方をご記入ください。該当しない項目は飛ばしていただい

て結構です。 

１．学校または就労先までの移動 

（例えば、母がスクールバス停まで送り、学校まではスクールバスなど。     ） 

２．病院までの移動 

（例えば、定期的に母が連れて行く。                     ） 
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３．散髪までの移動 

（例えば、１月に１回、自分で行く。                     ） 

４．ショッピングまでの移動 

（例えば、母が我孫子のイトーヨーカドーによく連れて行く。          ） 

５．療育までの移動 

（例えば、発達相談に 2 週間に１回母が連れて行く。              ） 

６．レスパイトや放課後活動 

（例えば、ペガサスへの送りはばおばぶを利用することが多く、迎えは母親。   ） 

７．余暇活動１ 

（例えば、墨絵に 2 週間に１回。母が連れて行く。               ） 

８．余暇活動２ 

（例えば、2 週間に１回、作業所の先生に連れられて豊四季駅前のカラオケに出かける。） 

９．余暇活動３ 

（例えば、毎日曜日、父親がドライブでグリーンスポーツセンターのプールに連れて行く。） 

１０．余暇活動４ 

（例えば、毎日曜日、一人で電車に乗る。                   ） 

１１．その他（                                   ） 

 

質問１２．障害者を対象とした柏市の福祉サービスについておたずねします。回答は１～２４

の番号でお答えください（民間が実施しているサービスもあります。）。 

質問１２－１．利用はできるが利用しなかったものを教えて下さい（該当するものを全て選ん

で番号で回答してください。）。 

（                       ） 

質問１２－２．質問１２－１の回答で、利用しなかった理由を教えて下さい。 

（                       ） 

質問１２－３．利用できるはずだが、断られたものを教えて下さい。所得制限などによるもの

は除いて下さい（該当するものを全て選んで番号で回答してください。）。   

（                       ） 

１．デイサービス              ２．ショートスティ（緊急一時保護制度） 

３．レスパイトサービス（短期入所等）     ４．障害児学童保育（ペガサスなど） 

５．ガイドヘルプ（移動サービス）       ６．成人後見制度 

７．ホームヘルプ               ８．療育手帳の交付 

９．コーディネーター事業（コーディネーターを置き、心身障害児者への相談サービスを提供、桐

友学園など） 

１０．障害基礎年金の給付 

１１．特別障害者手当の給付（常時特別な介護を必要とする２０歳以上の重度の障害者への支給） 

１２．交通費割引（ＪＲ運賃・高速道路料金等） １３．国税（所得税、相続税等）の減免 

１４．地方税（住民税、自動車税等）の減免   １５．特別児童扶養手当 

１６．障害児福祉手当             １７．就学奨助費 

１８．公共料金（ＮＨＫ受教科等）の減免    １９．一部の公園の入場料割引 

２０．重度心身障害者医療費の全額補助      ２１．小額貯蓄等の非課税 

２２．自動車燃料費の助成（Ｂ1 以上の知的障害児者の家族が運転） 
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２３．十余二学園の利用            ２４．各種健康相談 

 

質問１３．福祉サービスに対する要望を教えて下さい（５つまで選んで番号で回答してくださ

い。）。  

１．障害者に対する相談窓口の設置（医療、教育、労勧、福祉に関する） 

２．障害者基礎年金の充実          ３．無年金者の解消 

４．特別児童扶養手当等の充実        ５．税の減免制度や割引制度の拡充 

６．障害者用公共住宅の確保         ７．ショートスティ（緊急一時保護制度）の充実 

８．レスパイトサービスの実施充実（家族休養のための短期入所等） 

９．障害児学童保育への支援 

１０．ガイドヘルパー（移動サービス）制度の拡充（２０歳未満及び中軽度障害者への適用拡大） 

１１．通所施設の増設           １２．通所施設の内容の充実 

１３．小規模作業所への助成強化      １４．福祉工場の設置 

１５．入所施設の増設           １６．みどり園の内容の充実 

１７．グループホーム、福祉ホーム、生活ホームの増設、充実 

１８．デイサービスの充実         １９．在宅対策の拡充強化 

２０．強度行動障害への対策        ２１．成年後見制度の充実 

２２．障害者の高齢化対策の調査、研究   ２３．余暇活動の援助、助成 

２４．障害に関する理解促進活動      ２５．ボランティア活動の奨励、援助 

２６．人権擁護機関の設置、強化      ２７．福祉事業従事者の養成及び待遇改善 

２８．十余二学園の充実          ２９．親の会が実施している発達相談室への支援 

３０．しもふさ学園の誘致（グループホーム） ３１．しもふさ学園の誘致（通所施設） 

３２．その他（          ） 

 

質問１４．平成１９年に新設される柏市子ども健康福祉センターにどのような機能を希望しま

すか。回答は５つまで選んで１～１４の番号でお答えください。 

１．親の会の自閉症児発達相談室をセンターの中に設置 

２．自閉症など、発達障害のわかる児童精神科医または小児神経科医の配置 

３．国立精神神経センター国府台病院との連携。４．障害児歯科の配置 

５．個別の療育計画をプログラミングできるスーパーバイザーの配置 

６．健診から連動した療育システムの構築   ７．ＴＥＡＣＣＨプログラムを取り入れた療育 

８．乳・幼児から、成人までを対象とする   ９．全日対応（日曜も開設している） 

１０．家族の相談を受けることができる   １１．レスパイトや障害児学童にも応える 

１２．これを機会に十余二学園の機能の充実 １３．運営に当たって民間の活力を活用 

１４．その他（             ） 

 

質問１５．お子さんの成人後将来の生活で不安なことは何ですか（該当するものは全て選んで

番号で回答してください。）。 

１．就労先の有無  ２．福祉サポートの内容  ３．余暇活動をする場の有無 

４．行動障害などの問題行動  ５．健康の維持管理  ６．親が世話できなくなったときのこと 

７．困ったときの相談先の有無  ８．成人自閉症者がイメージできないこと 

９．その他（            ）  １０．まだわからない、実感がわかない  
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質問１６．将来は入所施設でお世話になりたい（入所施設しかない）と考えていますか。 

１．現在入所施設にお世話になっている   ２．将来は入所施設にお世話になる 

３．柏市に自閉症者のための生活ホームやグループホームを設置し、入れたい 

４．障害種にこだわらず、チャンスがあれば地域の生活ホームに入れたい 

５．一人で生活させたい（アパートなど） ６．家族と一緒に自宅で生活する ７．わからない 

 

■ ＜ペガサス（柏市親の会の放課後活動クラブ）＞  
質問１７．ペガサス（柏市親の会の放課後活動クラブ）を利用していますか。 

１．利用している（夏休みから利用される方を含む。） 

２．現在利用していないが、今後利用したい  ３．利用する予定はない 

 

質問１８．どうして、ペガサスを利用しましたか（利用する予定ですか）（該当するものを全て

選んで番号で回答してください。）。 

１．親の会の活動だから、付き合いで参加  ２．子どもの放課後や夏休みの活動を豊かにしたい 

３．友達のお母さんたちと話ができる    ４．作業所や生活ホームに発展することを信じて 

５．他にも放課後クラブはあるが、親の会が運営しているので安心 

６．自閉症を理解した対応が期待できる   ７．冠婚葬祭のため 

８．家族等の看病のため          ９．旅行に行くため 

１０．急用ができたため         １１．きょうだいの世話をするため 

１２．仕事をしたい           １３．その他（             ） 

 

質問１９．ペガサスへの要望を教えてください（５つまで選んで番号で回答してください。）。 

１．一般学童なみに、利用料金を安くしてほしい ２．利用年齢を就学前まで広げてほしい 

３．一軒屋を借りて運営してほしい      ４．柏市などの公的施設を借りて運営してほしい 

５．現在の教会でよい            ６．送迎サービスをやってほしい。 

７．自閉症の専門的対応をしてほしい     ８．毎日開設してほしい。 

９．指導者やサポーターを増やしてほしい  １０．作業所や生活ホームに発展してほしい 

１１．学校の先生に参加してほしい     １２．ナイトケアもやってほしい 

１３．その他（             ） 

 

質問２０．ペガサスのサービスを拡充（専門家の配置、会場の確保、送迎サービス等の実施）

するためには、予算が必要です。どのような手法で予算措置すべきですか（３つまで選んで番

号で回答してください。）。 

１．寄付金を募る      

２．行政が負担すべき 

３．新しい利用者の募集・獲得  

４．利用料金の値上げ  

５．民間の助成金の獲得   

６．バザーなど収益事業の実施 

７．その他（           ）
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■ ＜医療＞  

質問２１．医療に対する要望を教えて下さい（５つまで選んで番号で回答してください。）。 

１．障害原因の解明など医学的な研究   ２．自閉症の診断、判定基準の確立 

３．１９年度設置の柏市子ども健康福祉センターに児童精神科（小児神経科）の配置 

４．児童相談所における早期診断の充実  ５．小児科医の適切な対応 

６．柏市立病院に児童精神科（小児神経科）の設置 

７．1.6 歳健診及び３歳健診に発達障害の専門医の配置 

８．病院・医療情報の充実と公開     ９．医療と療育施設、学校、福祉との連携 

１０．子どもが安心して診察や治療を受けられるよう病院・医院の体制整備（内科や外科など） 

１１．障害児者のための歯科診療の充実 １２．強度行動障害への対応の充実  

１３．思春期の不適応行動に対する指導 １４．服薬の適切な指導 

１５．成人障害者の健康管理の指導   １６．その他（            ） 

 

■ ＜雇用＞  

質問２２．雇用に対する要望を教えて下さい（５つまで選んで番号で回答してください。）。 

１．障害者への就労援助システムの構築        ２．就労支援センターの設置 

３．就労現場（作業所を含む。）への構造化（ＴＥＡＣＣＨ）の導入 

４．職場（作業所を含む。）における自閉症理解の充実 

５．ハローワークにおける自閉症理解の充実 

６．ジョブコーチを配置した就労支援の整備      ７．学校における就労教育の充実 

８．障害者雇用率のアップ              ９．公共機関での障害者雇用の促進 
１０．第三セクター事業所（企業と自治体が共同出資した事業所）の実施  

１１．民間への職業委託の拡充強化         １２．福祉工場の設置            

１３．職域開発援助事業（事業所に生活支援パートナーと技術支援パートナーを定置、職業生活全

般の指導援助を行い職域開発を行う）への援助、助成 

１４．特例子会社（障害者の雇用が一定の基準に適合する子会社を親会社の事業所と見る）の設置  

１５．教育、福祉、・労働に係わる関係者の連携の強化 １６．その他（         ） 

 

■ ＜自閉症理解＞ 

質問２３．次の方たちは、自閉症を理解していると思いますか。 

ほぼ正確に理解しているを「３点」、間違った理解のところもあるが、我慢できるを「２点」、

誤解している方が多いを「１点」、わからないを「０点」。＊＊の職員など、該当者が複数いる

ところは、平均的な印象を書いてください。 

１．担任または担当者     （   点） 

２．お子さんが通っているところの代表（学校であれば校長）       （   点） 

３．お子さんの友達      （   点）   ４．柏市障害福祉課の職員 （   点） 

５．他の柏市の職員      （   点）   ６．柏市教育委員会の職員 （   点） 

７．柏市社会福祉協議会の職員 （   点）   ８．柏児童相談所の職員  （   点） 
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９．柏市の医療機関      （   点） １０．隣の家の人      （   点） 

１１．交通機関の職員     （   点） １２．警察官        （   点） 

１３．お子さんの祖父母    （   点） １４．お子さんのきようだい （   点） 

１５．親戚          （   点） １６．その他（       ）（   点） 

 

質問２４．あなたは、自閉症のどんなところを知ってほしいですか（５つまで選んで番号で回

答してください。）。 

１．自ら閉じこもる障害ではない       ２．コミュニケーションに障害がある 

３．こだわりがある             ４．音や火などが苦手 

５．いろいろと困難はあるが、きちんと対応してあげれば豊かな生活を送ることができる 

６．障害はあってもかわいい子どもである   ７．決して犯罪を起こすような子どもではない 

８．内面は非常に豊かなところがある     ９．子どもの世話が大変で心身ともに疲れる 

１０．遺伝病ではない           １１．暗記力などすばらしい才能をもっている   

１２．親の教育やしつけが悪いからではない １３．子どもの世話で大変 

１４．コミュニケーションに工夫をしてやると、理解しやすい 

１５．構造化してやると、子どもの混乱は少ない 

１６．ガミガミと諭しても、子どもに効果はない 

１７．すばらしい個性をもっている     １８．強度行動障害 

１８．その他（                ） 

 

質問２５．柏市で、自閉症を持つ人が社会参加していくために、市が担うべきバリアフリー対

策とはどのように考えますか（５つまで選んで番号で回答してください。）。 

１．公共機関や標識では、わかりやすいシンボルで表示する 

２．図書館や公的施設の食堂では、パーテションを設けた席を用意するなど、過剰な刺激に苦手な

人のためのスペースを確保する 

３．交通機関の行き先案内（次の駅案内など）は音声だけでなく、視覚的にわかるようする 

４．市民への自閉症理解の推進 

５．市内に自閉症及び発達障害の診断ができる児童精神科もしくは小児神経科の医師の配置 

６．市教育研究所に自閉症部門の創設 

７．みんなと一緒に普通学級に学ぶ、統合教育の徹底 

８．個人に応じた学校を親が選択できる（分離教育を肯定） 

９．小・中学校に、特殊学級や情緒障害児学級から分離して、自閉症学級の設置 

１０．自閉症を持つ児童・生徒に対する個別教育計画作成の義務化 

１１．自閉症を持つ児童・生徒の担任、校長及び介助者に対する自閉症に関する研修の義務化 

１２．更正相談所に、自閉症専門の判定員の配置 

１３．公的福祉施設（児童・成人）に自閉症支援に関するガイドライン作成の義務化 

１４．公的福祉施設（児童・成人）に自閉症専門の担当者の配置 

１５．柏市自閉症児者親の会の活動への支援 

１６．その他（                ） 

ご協力有り難うございました。 

ご回答の結果は、親の会活動に役立たせていただきます。 


